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A 入試改革の推進と受験生の混乱軽
減などのためです。
　国立大学全体の入試改革を推進するだ
けでなく受験生の混乱を軽減することも狙
いの一つです。国立志願者は、受験先を国
立大学間で迷うことが多いと考えられます。
大学ごとに入試制度がバラバラでは、受験
生は受験先を選ぶことが難しくなります。各
大学の方針は尊重しながらも、それが一定
範囲に収まるように、目安として「基本方針」

「ガイドライン」「参考例」を示しました。それ
ぞれの内容は、各大学への意見照会を重ね
て定めました。

A ガイドラインや参考例で示しています。
　どの大学・学部でも高校での履修内容が
入試のベースであるため、一般選抜の第一
次試験で「原則５教科７科目を課す」という
方針はセンター試験から引き継ぎます。
　英語の外部検定に関しては、高校生への
定着や有効性の検証を並行して行う必要が
あるため、共通テストと併用することとしまし
た。活用パターンとして、共通テストとの併用
が可能な「出願資格」「加点」「出願資格＋
加点」のいずれかを挙げています。
　加点の割合については、最高点を「総得
点の２割」以上という数値を記載しましたが、

これはあくまで参考例です。実際には各大学
が、アドミッション・ポリシー（ＡＰ）や育成方針
に応じて検討してほしいと思います。国語の
記述式問題についても基本的な考え方は
同様です。

A 一般選抜で「高度な記述式試験」を
課すなどの方針を示しています。
　論理的思考力・判断力・表現力等を育む
教育への改革を幅広く推進するため、個別
試験で高度な記述式問題を課す方針を示
しています。具体的な方法は各大学の創意
工夫に期待しています。
　調査書の活用については、各大学がこれ
まで積み重ねてきた推薦・ＡＯ入試での活用
実績をふまえて、よりよい方法を考えていきま
す。電子化も検討されていますので、高校や
大学のニーズを聞きながら具体的な方法や
導入時期を探っていきます。

A 推薦・ＡＯ入試の拡大などがあります。 
　2021年度までに入学定員に占める推
薦・ＡＯ入試の割合を３割に高めようとしてい
ますが、達成している大学は全体の１割程
度です。後期日程の募集人員を推薦・ＡＯ入
試に振り分ける方法も視野に入れ、両入試
の拡大を進めています。
　一方、分離分割方式の廃止（前期日程へ

の一本化）は、検討課題として捉えてはいま
すが、社会に根づいた制度でもあり、当面は
難しいだろうと考えています。

A 初めての取り組みのため対話を大切に。
　発表した内容は各国立大学の賛同を得
ていると捉えていますが、初めての取り組み
も多く、実施段階ではさまざまな課題が出て
くることでしょう。一つひとつ丁寧に解決する
ほかなく、全学規模の対話が不可欠です。
　受験生にとっては大きなことですから、一
度発表した内容を後から撤回するような事
態は避けるべきです。ただし、いったん決めた
着地点を唯一の正解、到達点と固執しすぎ
ないことです。環境変化をふまえ、よりよい制
度にするために、絶えず見直しを図ってもら
いたいと考えています。
　私たちも、今回の基本方針等の提示で役
割が終わったとは考えていません。今後さら
に具体的内容が明らかにされるのに合わせ
て必要な対応を行います。新入試が始まっ
た後もその結果を検証しつつ、次期学習指
導要領に基づく入試が実施される2024年
度以降に向けてさらなる改善のあり方につ
いて検討を行っていきます。
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【図表3】入試改革スケジュール

＊国立大学協会資料を基に編集部が作成　基本方針：「平成32年度以降の国立大学の入学者選抜制度－国立大学協会の基本方針」2017年11月  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガイドライン：「大学入学共通テストの枠組みにおける英語認定試験及び記述式問題の活用に関するガイドライン」2018年３月  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考例：「大学入学共通テストの枠組みにおける英語認定試験及び記述式問題（国語）の活用に当たっての参考例等について」2018年６月
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新入試対応の背景は？

▶共通テストと外部検定の両方を全受験生に課す。

▶外部検定は、センターが認定した全検定を対象とする。
▶活用パターンは、「出願資格」「加点」「出願資格＋
　加点」のいずれかを基本とする。

▶「出願資格」の場合は、例えばＣＥＦＲのＡ２以上を
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▶記述式問題を含む国語および数学を一般選抜の
　全受験生に課す。

▶国語は、段階別成績表示の結果を点数化して加点
　する。
▶数学は配点に含まれるため、従来のマークシート式と
　同様の扱いとする。

▶国語の加点は、最高点を例えば国語の総得点の
　２割程度とすることが考えられる。

▶一般選抜で高度な記述式試験を課す。
▶調査書や受験生本人が書く資料等を活用する。
▶分離分割方式は、2024年度入試まで継続する。
▶総合型選抜、学校推薦型選抜の取り組みを
　加速・拡大する。

英語４技能の評価

国立大学協会が示す新入試への対応の要点

各大学の個別試験記述式問題の扱い

新入試への「基本方針」を
発表した意図は？Q

大学入学共通テストへの
具体的な対応は？Q

個別試験についての
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立大学の活性化に向
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う。専門は教育学。

国大協に聞く！

Q
外
部
英
語
検
定
試
験
は

何
を
ど
う
利
用
す
べ
き
か
？

Q
入
試
の〝
新
ル
ー
ル
〞と

は
？Q

教
授
会
で
入
試
を
検
討

し
て
い
る
が
結
論
が
出
な
い
。

Q
教
員
の
負
担
が
大
き
く

な
り
そ
う
で
、改
革
に
後
ろ

向
き
だ
。

＊2　国立大学協会「大学入学共通テストの枠組みにおける英語認定試験及び記述式問題の活用に関するガイドライン」（2018年３月）

＊文部科学省資料等を基に、編集部にて作成

A 

社
会
や
産
業
の
変
化
に
対
応

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
。

　
大
学
は
社
会
に
人
材
を
送
り
出
す
最

終
教
育
機
関
で
あ
る
。
社
会
そ
の
も
の

が
大
き
く
変
わ
る
中
で
、
大
学
教
育
も

そ
れ
に
応
じ
て
変
わ
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
す
で
に
高
校
教
育
は
変
化
に
対
応

し
つ
つ
あ
る
。
よ
っ
て
大
学
入
試
が
高

校
教
育
と
大
学
教
育
を
つ
な
ぐ
役
割
を

担
え
ば
、
教
育
効
果
を
よ
り
高
め
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
。
入
試
を
「
教
育
の

接
続
」と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
「
資
質
・
能
力
」
を
持
っ

た
生
徒
が
自
学
の
教
育
で
成
長
し
や
す

い
の
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
入
試

で
「
自
学
で
伸
び
る
学
生
を
取
れ
て
い

た
の
か
」
を
振
り
返
り
た
い
。
判
断
材

料
に
な
る
の
は
、
入
試
方
式
と
入
学
後

の
成
績
や
能
力
の
伸
び
、
意
欲
な
ど
と

の
相
関
だ
。
そ
れ
ら
が
有
意
に
低
い
入

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
す
る
か
？
　
各
大
学

の
意
思
と
戦
略
が
問
わ
れ
て
い
る
。

A 

「
必
須
」
で
は
な
い
が
有
用
な

方
法
な
の
で
お
勧
め
。

　
記
述
式
問
題
は
、
思
考
力
な
ど
の
測

定
に
適
し
た
方
法
の
一
つ
だ
。
も
ち
ろ

ん
、
ほ
か
の
方
法
で
測
定
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
そ
れ
で
問
題
な
い
。
例
え
ば
現

行
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
よ
う
に
選
択
式

問
題
で
も
思
考
力
を
問
う
こ
と
は
可
能

だ
。
小
論
文
、
実
技
な
ど
の
方
が
適
し

て
い
る
と
考
え
る
大
学
・
学
部
が
あ
っ

て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　「
思
考
力
は
不
要
」
な
高
等
教
育
機

関
は
な
い
は
ず
な
の
で
、
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
（
Ａ
Ｐ
）
を
基
に

自
学
で
求
め
る
思
考
力
は
何
か
を
具
体

化
し
、
そ
れ
を
測
る
最
適
な
方
法
は
何

か
を
試
行
錯
誤
し
て
い
き
た
い
。

A 

Ｊ
ｅ
Ｐ
と
調
査
書
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
期
待
。

　
い
わ
ゆ
る「
主
体
性
等
」は
ペ
ー
パ
ー

テ
ス
ト
で
は
測
り
づ
ら
く
、
一
般
入
試

で
の
測
定
は
難
し
か
っ
た
。
し
か
し
Ａ

Ｐ
で
必
要
性
を
う
た
う
な
ら
何
ら
か
の

形
で
問
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
課
題
解

決
の
た
め
に
、
調
査
書
の
改
訂
・
デ
ジ

タ
ル
化
推
進
とJA

PA
N

 e-Portfolio

（
Ｊ
ｅ
Ｐ
）
の
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
ｅ
Ｐ
の
開
発
に
携
わ
る
関
西
学
院

大
学
の
時
任
隼
平
専
任
講
師
（
P.
20
）

は
、「
Ｊ
ｅ
Ｐ
は
調
査
書
と

　＊1
Ｌ
Ｍ
Ｓ
の

中
間
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
」
と
述
べ

る
。「
調
査
書
は
内
容
を
絞
っ
た
静
的

な
記
載
。Ｌ
Ｍ
Ｓ
は
日
頃
か
ら
生
徒
の

書
き
込
み
、
教
員
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
等
が
活
発
に
記
録
さ
れ
る
動
的

コ
ン
テ
ン
ツ
。
静
的
す
ぎ
る
と
生
徒
の

主
体
性
等
が
把
握
し
に
く
く
、
動
的
す

ぎ
る
と
大
学
が
情
報
を
読
み
切
れ
な

い
。Ｊ
ｅ
Ｐ
は
、
主
体
性
等
が
う
か
が

え
つ
つ
も
、一
般
入
試
に
活
用
す
る
際
、

煩
雑
に
な
ら
な
い
も
の
を
め
ざ
し
て
い

る
」。

　
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
デ
ー
タ
の
何
を

ど
う
評
価
す
る
の
か
は
各
大
学
次
第
。

自
学
で
伸
び
る
タ
イ
プ
の
在
学
生
は
高

校
時
代
に
何
を
し
て
い
た
の
か
、
活
動

デ
ー
タ
が
判
断
材
料
と
な
る
だ
ろ
う
。

A 

次
年
度
ス
タ
ー
ト
に
向
け
関

係
者
で
協
議
中
。

　
文
科
省
に
よ
る
と
、「
デ
ジ
タ
ル
と

紙
が
混
在
す
る
と
混
乱
の
も
と
に
な
る

の
で
、
一
斉
ス
タ
ー
ト
を
希
望
す
る
声

が
高
等
学
校
・
大
学
の
両
者
か
ら
あ
る
。

電
子
化
の
実
施
時
期
も
含
め
た
環
境
整

備
や
普
及
に
向
け
、
関
係
者
で
協
議
を

試
方
式
が
あ
れ
ば
、
改
善
の
必
要
が
あ

る
。「
求
め
る
入
学
者
像
が
は
っ
き
り

し
な
い
」「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
測
る

デ
ー
タ
が
な
い
」
場
合
は
、Ｉ
Ｒ
の
体

制
か
ら
早
急
に
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

A 

何
を
い
つ
ま
で
に
変
え
る
か

は
各
大
学
が
決
め
る
こ
と
。

　
文
科
省
が
提
示
し
た
入
試
改
革
で
の

主
な
見
直
し
事
項
を
【
図
表
１
】
に
ま

と
め
て
い
る
。
ま
た
多
く
の
大
学
に
共

通
す
る
で
あ
ろ
う
、
検
討
が
必
要
な
事

項
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
【
図
表
２
】、

そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
識
者
に
聞
い
た

（
P.
20
〜
）。
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

　「『
見
直
し
に
係
る
予
告
』
や
『
実
施

方
針
』
を
参
照
し
、
各
大
学
の
『
入
学

者
受
け
入
れ
方
針
』
に
沿
っ
て
改
革
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
」（
文
部
科
学

省
大
学
入
試
室
）
―
―
国
の
方
針
や
社

会
の
変
化
を
ど
う
捉
え
、
そ
し
ゃ
く
し

「
入
試
」
と
い
う
形
で
ど
う
高
校
生
に

進
め
て
い
る
」（
文
部
科
学
省
大
学
入

試
室
）。

　
2
0
1
8
年
度
入
試
か
ら
一
般
入
試

で
調
査
書
評
価
を
取
り
入
れ
た
千
葉
商

科
大
学
（
P.
11
）
の
出
水
淳
入
試
セ

ン
タ
ー
長
に
よ
る
と
、「
こ
の
入
試
に
は

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
が
、
志
願
者
数

が
今
の
規
模
か
ら
大
幅
に
増
え
る
と
、

調
査
書
の
精
読
が
難
し
い
」。
調
査
書
の

早
期
デ
ジ
タ
ル
化
が
望
ま
れ
る
。

A 

英
語
４
技
能
に
つ
い
て
ど
う

評
価
・
育
成
す
る
か
に
よ
る
。

　
自
学
が
大
学
入
学
ま
で
の
英
語
教
育

を
ど
う
評
価
し
、
入
学
後
ど
う
育
成
し

て
い
く
か
に
よ
り
判
断
を
。
入
学
後
に

高
度
な
英
語
力
が
必
要
な
コ
ー
ス
や
留

学
を
全
員
に
課
す
よ
う
な
場
合
は
、
そ

れ
に
ふ
さ
わ
し
い
検
定
と
レ
ベ
ル
を
求

め
る
と
よ
い
。
た
だ
し
受
験
生
の
選
択

肢
を
狭
め
な
い
よ
う
、
な
る
べ
く
多
く

の
検
定
を
活
用
す
る
配
慮
も
必
要
だ
。

　
一
方
、
英
語
に
つ
い
て
特
に
こ
だ
わ

り
が
な
い
場
合
は
、
加
点
す
る
な
ど
に

よ
り
検
定
受
検
へ
の
努
力
そ
の
も
の
を

評
価
す
る
と
い
う
手
も
あ
る
。
全
て
の

検
定
を
利
用
す
る
と
、
よ
り
多
く
の
受

験
生
に
門
戸
を
開
く
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
な
お
、
国
立
大
学
協
会
は

　＊2
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
、「
受
験
生
の
受
験
機
会
の

公
平
性
を
保
証
す
る
観
点
か
ら
」
全
て

を
対
象
と
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。

A 

ル
ー
ル
は
「
高
校
と
の
信
頼

関
係
」
の
た
め
の
も
の
。

　「
大
学
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
」
に

よ
っ
て
通
知
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
入
試
の

ル
ー
ル
。
２
０
１
９
年
度
入
試
か
ら
は

入
試
実
施
時
期
だ
け
で
な
く
、
問
題
・

解
答
の
公
表
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　「
実
施
要
項
は
必
ず
し
も
法
的
拘
束

力
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら

の
ル
ー
ル
は
大
学
が
高
校
や
社
会
か
ら

理
解
・
信
頼
を
得
る
た
め
の
紳
士
協
定

の
よ
う
な
も
の
。
設
定
さ
れ
た
理
由
を

理
解
し
た
う
え
で
運
用
に
臨
ん
で
い
た

だ
き
た
い
」（
文
部
科
学
省
大
学
入
試

室
）。

A 

結
論
を
出
す
検
討
組
織
の
工

夫
を
。

　
入
試
は
志
願
者
が
あ
っ
て
こ
そ
。
あ

る
べ
き
入
試
の
形
を
探
る
議
論
の
活
性

化
は
、
入
試
改
革
の
狙
い
の
一
つ
で
あ

る
も
の
の
、
新
入
試
元
年
の
受
験
生
と

な
る
現
高
１
生
が
文
理
選
択
を
行
い
、

履
修
科
目
の
希
望
を
出
す
の
が
こ
の
秋

だ
。
１
日
で
も
早
く
公
表
し
た
い
。

　
ま
た
、
他
大
学
に
先
駆
け
て
取
り
た

い
学
生
と
そ
の
評
価
方
法
を
周
知
す
れ

ば
、
早
期
か
ら
自
学
の
入
試
を
理
解
し

た
高
校
生
が
増
え
、
学
生
募
集
に
有
利

に
働
く
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
今
の
検
討
組
織
で
結
論
が
出
な
い
な

ら
執
行
部
が
て
こ
入
れ
を
図
ろ
う
。
す

で
に
入
試
改
革
を
進
め
て
い
る
大
学
の

検
討
組
織
を
参
考
に
さ
れ
た
い
（
P.

24
〜
）。

A 

少
子
化
時
代
は
何
に
パ
ワ
ー

を
か
け
る
べ
き
か
、
判
断
を
。

　
受
験
生
が
多
い
時
代
は
、
受
験
科
目

の
点
数
を
合
算
し
て
１
点
刻
み
で
合
否

を
判
定
す
る
し
く
み
が
効
率
的
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
点

数
と
入
学
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
必

ず
し
も
相
関
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
多

く
の
大
学
が
実
感
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

少
子
化
の
今
は
事
情
が
異
な
る
。知
識
・

技
能
以
外
の
能
力
も
測
る
こ
と
が
で
き

る
、
よ
り
自
由
度
の
高
い
入
試
方
式
で

丁
寧
な
選
抜
を
行
う
方
が
か
え
っ
て
効

率
的
で
は
な
い
か
。

　
こ
れ
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前

の
よ
う
に
や
っ
て
い
た
入
試
に
ま
つ
わ

る
業
務
を
根
本
的
に
見
な
お
し
て
は
ど

う
か
。
そ
の
意
味
で
入
試
改
革
は
、
業

務
・
組
織
改
革
を
図
る
よ
い
き
っ
か
け

と
言
え
よ
う
。


